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岷
江
は
長
江
上
流
の
最
も
重
要
な
支
流
の
一
つ
で
あ
る
。
上
流
部

に
は
四
川
省
阿
壩
蔵
族
羌
族
自
治
州
の
松
潘
、
黒
水
、
茂
、
理
、
汶

川
の
各
県
と
都
江
堰
市
の
ほ
と
ん
ど
が
含
ま
れ
る
。
そ
こ
は
古
く
よ

り
民
族
が
交
叉
し
、
現
在
は
漢
、
チ
ベ
ッ
ト
、
チ
ャ
ン
、
回
な
ど
の

諸
民
族
が
居
住
す
る
。
諸
民
族
は
、
長
い
歴
史
を
経
て
現
在
の
居
住

形
態
を
形
成
し
、
互
い
に
影
響
し
あ
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
色

あ
る
民
族
文
化
を
保
持
し
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
汶
川
県
雁
門
郷
蘿

蔔
寨
と
い
う
チ
ャ
ン
族
の
村
を
事
例
と
し
て
、
岷
江
上
流
の
チ
ャ
ン

族
に
お
け
る
漢
族
と
の
歴
史
的
関
係
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

一
　
地
理
環
境
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た 

チ
ャ
ン
族
と
漢
族
の
相
互
発
展
の
空
間

㈠
　
地
理
環
境
が
族
群
分
布
に
及
ぼ
し
た
影
響

　

岷
江
上
流
は
、
青
蔵
高
原
東
端
の
高
山
峡
谷
地
帯
に
属
し
、
地
形

は
複
雑
か
つ
多
様
で
あ
る
。
流
域
の
両
岸
に
は
大
小
の
台
地
が
分
布

し
、
多
く
の
地
が
高
く
険
し
く
河
谷
は
深
い
。
各
民
族
は
、
長
い
歴

史
の
中
で
河
谷
部
あ
る
い
は
高
山
部
で
そ
れ
ぞ
れ
が
集
居
地
を
形
成

し
て
伝
統
的
生
活
習
慣
を
保
持
す
る
一
方
で
、
相
互
の
交
流
も
あ
っ

た
。
岷
江
の
河
谷
部
に
は
、
主
に
漢
族
、
チ
ャ
ン
族
、
回
族
の
村
落

が
分
布
す
る
。
う
ち
汶
川
県
の
三
江
か
ら
綿
虒
ま
で
に
は
漢
族
と
チ

ベ
ッ
ト
族
が
暮
ら
し
、
綿
虒
か
ら
威
州
、
茂
県
、
松
潘
県
県
境
に
か

岷
江
上
流
の
チ
ャ
ン
族
と
漢
族
の
歴
史
的
関
係 

　
─
─
汶
川
県
雁
門
郷
蘿
蔔
寨
村
を
事
例
と
し
て
─
─
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け
て
は
チ
ャ
ン
族
が
、
さ
ら
に
松
潘
県
以
北
に
は
漢
族
や
チ
ャ
ン

族
、
回
族
が
集
住
す
る
。
こ
の
ほ
か
雑
谷
脳
河
や
黒
水
河
支
流
の
河

谷
に
は
、
主
に
チ
ャ
ン
族
と
チ
ベ
ッ
ト
族
の
村
落
が
分
布
し
、
う
ち

雑
谷
脳
河
流
域
は
薛
城
鎮
を
境
に
、
西
に
チ
ベ
ッ
ト
族
、
東
に
チ
ャ

ン
族
が
居
住
す
る
。
黒
水
河
流
域
は
色
爾
古
を
境
に
、
上
流
に
チ

ベ
ッ
ト
族
、
下
流
に
チ
ャ
ン
族
の
村
落
が
あ
る
。

㈡
　
蘿
蔔
寨
の
独
特
な
地
理
的
位
置

　

汶
川
県
は
、
州
都
の
馬
爾
康
か
ら
は
二
四
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
省

都
の
成
都
か
ら
は
一
四
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
り
、「
西
路

の
要
」「
阿
壩
州
の
入
口
」と
呼
ば
れ
る
。
県
城
所
在
地
の
威
州
鎮
は

海
抜
一
三
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
雑
谷
脳
河
と
岷
江
が
交
叉
す
る
地
に
あ

り
、
県
の
政
治
、
文
化
、
経
済
、
交
通
の
中
心
で
あ
る
。
近
年
は
成

都
発
の
九
寨
溝
観
光
の
拠
点
の
一
つ
と
し
て
観
光
開
発
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

　

蘿
蔔
寨
は
「
雲
上
の
羌
寨
」
と
称
さ
れ
る
。
汶
川
県
雁
門
郷
に
属

し
、
威
州
鎮
か
ら
は
わ
ず
か
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
岷
江
大
峡
谷
の

高
山
中
腹
部
に
位
置
す
る
。
平
均
海
抜
一
九
七
〇
メ
ー
ト
ル
、
面
積

六
六
六
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
戸
数
約
二
〇
〇
戸
、
峡
谷
中
で
家
屋
が

最
も
集
中
し
、
最
多
の
チ
ャ
ン
族
が
居
住
す
る
。
碉
楼
は
な
い
が
、

黄
土
を
材
料
と
し
た
巨
大
な
家
屋
群
落
は
独
特
で
あ
る
。
険
し
い
地

形
を
巧
み
に
利
用
し
て
家
屋
は
互
い
に
連
な
り
、
村
内
は
小
道
が
縦

横
に
巡
り
、
外
敵
に
備
え
た
要
塞
の
よ
う
な
外
観
は
壮
観
で
あ
る
。

　

蘿
蔔
寨
は
旧
道
沿
い
に
あ
る
。
民
国
『
汶
川
県
志
』
に
は
、「
汶

川
狭
険
、
穀
轍
難
通
。
岷
水
怒
馳
、
舟
楫
網
利
」
と
あ
る
。
当
時
、

県
境
に
は
商
人
が
往
来
す
る
大
小
の
二
つ
の
道
が
あ
っ
た
。
大
道

は
、
北
は
茂
県
県
境
の
青
坡
を
経
て
、
茂
県
、
松
潘
県
に
達
し
、
南

は
灌
県
に
至
〉
1
〈
る
。
こ
の
松
茂
大
道
は
茂
県
や
松
潘
県
に
至
る
重
要
路

で
あ
り
、
古
く
よ
り
漢
、
チ
ャ
ン
、
回
、
チ
ベ
ッ
ト
等
の
民
族
が
山
河

を
越
え
て
移
動
し
、
旧
道
両
岸
の
文
化
に
影
響
を
あ
た
え
て
き
た
。

㈢
　
蘿
蔔
寨
と
周
辺
村
落
と
の
関
係

　

蘿
蔔
寨
は
自
称
を
「
瓦
子
格
」
と
い
い
、
周
辺
村
落
と
の
関
係
は

密
で
あ
る
。
村
民
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
周
辺
の
瓦
拉
枯
、
如
巴
格
、

西
吉
呷
、
倆
窩
里
、
結
合
児
、
結
夸
、
窩
西
、
所
発
格
の
八
村
と
合

わ
せ
て
蘿
蔔
九
寨
と
総
称
さ
れ
た
。
当
時
、
各
村
々
に
は
碉
楼
が

あ
っ
た
が
、
外
敵
に
備
え
て
次
第
に
蘿
蔔
寨
に
集
住
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
民
国
期
に
は
近
隣
の
小
寨
子
と
索
橋
を
合
わ
せ
て
蘿
蔔

三
〉
2
〈
寨
と
呼
ば
れ
た
。
中
華
人
民
共
和
国
成
立
以
前
は
小
寨
子
や
索

橋
、
大
寨
子
、
月
里
、
通
山
、
麦
地
、
白
水
（
上
白
水
、
下
白
水
）、

牛
脳
寨
等
の
周
辺
村
落
と
は
曲
が
り
く
ね
っ
た
細
い
山
道
で
結
ば

れ
、
頻
繁
に
往
来
し
、
互
い
に
婚
姻
関
係
を
も
っ
た
。
う
ち
小
寨
子

と
索
橋
は
本
寨
と
同
じ
山
腹
の
下
部
に
位
置
し
、
本
寨
へ
の
往
来
に

は
必
ず
通
過
し
た
。
そ
の
他
の
幾
つ
か
の
村
は
高
山
部
に
あ
っ
た
。

住
民
は
み
な
チ
ャ
ン
族
で
、
チ
ャ
ン
語
を
話
し
、
民
族
衣
装
を
着

て
、
ほ
ぼ
完
全
な
チ
ャ
ン
文
化
を
保
持
し
て
い
る
。
ま
た
河
谷
部
の
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文
鎮
や
青
坡
、
雁
門
等
の
漢
族
と
も
日
常
的
に
往
来
し
た
。
中
華
人

民
共
和
国
成
立
後
、
雁
門
郷
に
設
け
ら
れ
た
街
楼
や
芤
山
、
青
坡
、

蘿
蔔
、
索
橋
、
月
里
、
通
山
、
麦
地
、
白
水
村
の
九
村
も
蘿
蔔
九
寨
と

総
称
さ
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
の
蘿
蔔
九
寨
と
は
異
な
る
（
図
１
）。

　

以
上
、
蘿
蔔
寨
は
、
閉
鎖
的
な
自
然
環
境
と
日
常
的
な
漢
族
と
の

往
来
が
独
自
性
を
形
成
さ
せ
、
伝
統
文
化
の
維
持
を
可
能
に
し
た
と

い
え
る
。

二
　
歴
史
に
反
映
さ
れ
た 

チ
ャ
ン
族
と
漢
族
と
の
根
源
的
関
係

㈠
　
史
籍
お
よ
び
考
古
学
上
の
資
料

　

文
献
史
料
に
よ
れ
ば
、
紀
元
前
四
世
紀
末
に
は
す
で
に
岷
江
上
流

の
両
岸
に
古
氐
羌
人
が
い
た
。
紀
元
前
三
一
〇
年
、
秦
の
恵
王
は
岷

江
上
流
一
帯
に
湔
氐
道
を
置
い
た
。
管
轄
範
囲
は
広
く
、
現
在
の
蘿

蔔
寨
等
の
地
も
含
ま
れ
て
い
る
。
漢
の
武
帝
は
元
鼎
六
年
（
紀
元
前

一
一
一
年
）
に
汶
川
郡
を
置
き
、
郡
都
は
現
在
の
汶
川
県
威
州
鎮
の

上
方
の
姜
維
城
台
地
に
あ
っ
た
。
汶
川
は
か
つ
て
の
冉
駹
之
地
で
あ

る
と
さ
れ
る
。
冉
駹
に
関
す
る
記
載
は
、『
後
漢
書
』
南
蛮
西
南
夷

伝
に
「
冉
・
駹
夷
者
武
帝
所
開
、
元
鼎
六
年
以
為
汶
山
郡
。
其
山
有

六
夷
、
七
羌
、
九
氐
、
各
有
部
落
」
と
あ
り
、『
華
陽
国
志
』
蜀
志

に
は
「
汶
山
郡
本
蜀
郡
北
部
都
尉
、
孝
武
元
鼎
六
年
置
…
…
有
六
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夷
、
羌
胡
、
羌
虜
、
白
益
峒
、
九
種
之
戒
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
岷
江

上
流
一
帯
に
は
か
つ
て
多
く
の
部
族
が
あ
っ
た
が
、
漢
族
お
よ
び
漢

文
化
が
当
地
に
入
っ
た
の
も
早
く
、
す
で
に
二
〇
〇
〇
年
余
の
歴
史

が
あ
る
こ
と
を
示
す
。『
汶
川
県
志
』
に
は
「
清
末
至
民
国
時
期
、

内
地
漢
族
人
口
流
入
県
境
従
事
墾
種
、
商
貿
的
日
益
増
加
、
羌
与
蔵

民
族
人
民
雑
処
、
通
婚
入
贅
、
留
居
各
地
、
回
民
也
有
甘
粛
、
青
海

遷
来
」、「
漢
族
於
明
末
清
初
大
量
遷
入
汶
川
境
内
。
這
些
族
氏
均
有

家
譜
、
譜
上
記
有
宗
源
、
宗
支
、
始
祖
原
居
地
、
遷
徙
原
因
、
定
居

繁
衍
、
家
規
家
訓
等
諸
多
内
〉
3
〈

容
」
と
あ
る
。

　

考
古
学
資
料
に
よ
れ
ば
、
汶
川
姜
維
城
遺
跡
や
茂
県
営
盤
山
遺
跡

に
は
五
五
〇
〇
〜
五
〇
〇
〇
年
前
に
す
で
に
新
石
器
文
化
が
み
ら

れ
、
出
土
し
た
陶
片
や
石
器
は
甘
粛
、
青
海
地
区
の
馬
家
窯
文
化

（
紀
元
前
八
〇
〇
〇
〜
六
〇
〇
〇
年
）
の
そ
れ
に
類
似
す
る
。
一
九

三
八
年
に
小
寨
子
で
発
見
さ
れ
た
最
初
の
石
棺
葬
は
、
鑑
定
の
結

果
、
年
代
は
漢
の
文
帝
の
前
元
五
年
（
紀
元
前
一
七
五
年
）
か
ら
漢

の
武
帝
の
元
守
五
年
（
紀
元
前
一
一
八
年
）
の
間
と
さ
れ
〉
4
〈
る
。
一
九

九
二
年
に
蘿
蔔
寨
近
く
の
南
新
郷
牟
托
村
で
発
見
さ
れ
た
戦
国
後
期

の
石
棺
墓
と
陪
葬
坑
か
ら
は
器
物
三
九
〇
件
余
が
出
土
〉
5
〈

し
、
青
銅
器

の
中
に
は
中
原
式
の
春
秋
期
の
鼎
、
甬
鐘
、
鎛
、
鉦
等
や
、
蜀
式
の

柳
葉
剣
等
が
あ
り
、
鼎
の
一
つ
に
は
漢
文
の
銘
文
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
物
証
は
、
汶
川
が
歴
史
的
に
中
央
王
朝
の
直
接
的
管
轄

下
に
あ
り
、
チ
ャ
ン
文
化
と
漢
文
化
が
交
流
し
て
、
経
済
、
文
化
が

中
原
の
影
響
を
深
く
受
け
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
現
在
、
汶
川
県
の

人
口
構
成
は
チ
ャ
ン
、
漢
、
チ
ベ
ッ
ト
、
回
族
の
人
口
比
（
％
）
が

二
八
・
二
七
：
五
六
・
二
：
一
四
・
四
：
〇
・
九
六
で
、
漢
族
が
最
多
で

あ
る
こ
と
も
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
証
明
で
き
る
。

㈡
　
口
碑
伝
説
の
材
料

　

蘿
蔔
寨
は
三
つ
の
小
組
に
わ
か
れ
、
戸
数
約
二
〇
〇
戸
、
人
口
約

一
〇
〇
〇
人
。
主
な
姓
は
王
、
張
、
馬
、
朱
、
袁
、
余
、
楊
、
呂
等

で
、
う
ち
張
、
王
、
馬
は
大
姓
で
全
村
の
約
八
〇
％
を
占
め
る
。
張

姓
は
七
〇
〜
八
〇
戸
で
三
支
に
分
か
れ
、
馬
姓
は
二
〇
〜
三
〇
戸
で

三
支
に
分
か
れ
、
王
姓
は
七
〇
〜
八
〇
戸
で
二
支
に
分
か
れ
る
。

　

村
民
の
祖
先
に
つ
い
て
複
数
回
の
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
村
民
は

そ
れ
ぞ
れ
が
ル
ー
ツ
を
も
つ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
主
に
二
種
の
語
り

が
あ
る
。

　

第
一
は
、
先
祖
は
南
下
し
た
古
羌
人
で
あ
る
と
す
る
も
の
。
王
明

傑
老
〉
6
〈

人
に
よ
れ
ば
、
蘿
蔔
寨
の
祖
先
で
最
も
早
い
の
は
西
北
の
甘

粛
、
青
海
一
帯
か
ら
来
た
古
羌
人
で
あ
る
、
主
に
張
、
王
、
馬
の
三

姓
で
、
一
緒
に
灌
県
（
現
在
の
都
江
堰
市
）
ま
で
南
下
し
て
李
家

（
漢
族
）
に
出
会
い
、
四
姓
は
と
も
に
蘿
蔔
寨
付
近
の
青
杠
嶺
ま
で

北
上
し
た
が
、
李
家
は
か
つ
て
平
地
に
い
て
高
山
部
に
居
住
す
る
の

に
慣
れ
な
か
っ
た
た
め
、
す
ぐ
に
河
谷
の
青
坡
一
帯
に
移
り
、
そ
の

他
の
三
姓
が
高
山
部
に
留
ま
っ
て
地
勢
の
平
坦
な
蘿
蔔
寨
に
定
住
し

た
。
李
家
は
立
ち
去
る
と
き
に
、
以
後
、
彼
ら
と
婚
姻
関
係
を
結

び
、
三
姓
を
母
方
叔
父
と
し
て
敬
う
と
い
っ
た
。
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ま
た
、
古
羌
人
を
祖
先
と
は
す
る
が
、
戈
基
人
と
戦
っ
た
後
に
こ

こ
に
住
み
着
い
た
と
す
る
者
も
い
る
。
多
く
の
村
民
が
、
村
落
周
辺

の
幾
つ
か
の
洞
穴
を
「
戈
基
人
の
墓
」（guo ji ga ba

）
だ
と
い
う
。

「
戈
基
人
は
背
が
高
く
て
体
が
大
き
く
、
凶
暴
な
風
貌
で
首
と
胸
が

ひ
と
塊
で
」、
チ
ャ
ン
人
は
彼
ら
と
の
戦
い
に
勝
て
ず
、
天
神
木
比

塔
の
助
け
を
得
て
よ
う
や
く
戈
基
人
に
勝
利
し
た
と
い
う
。

　

第
二
は
、祖
先
を
漢
族
と
す
る
も
の
。
九
二
歳
の
老
シ
ピ（
シ
ャ
ー

マ
ン
）
張
福
〉
7
〈

廉
に
よ
れ
ば
、
王
、
張
、
馬
の
三
姓
は
最
も
早
く
灌
県

一
帯
か
ら
移
っ
て
き
た
、
彼
ら
は
み
な
漢
族
で
、
旧
道
に
沿
っ
て
来

た
。
当
地
に
は
す
で
に
董
家
が
い
た
が
、
三
姓
は
こ
こ
に
土
地
が
多

か
っ
た
の
で
落
ち
着
く
こ
と
に
し
、
農
業
を
行
っ
た
。
董
家
は
三
姓

と
の
関
係
が
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
の
で
、
後
に
三
姓
の
人
口
が
増

え
て
勢
力
が
増
大
す
る
と
、
他
地
に
追
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、「
張
家

は
湖
広
填
四
〉
8
〈

川
の
時
に
来
た
、
出
身
は
麻
城
県
考
感
、
最
初
の
祖
先

は
張
鳳
明
で
…
…
、
各
房
門
に
は
そ
れ
ぞ
れ
排
行
が
あ
り
、
排
号
は

鳳
、
大
、
光
、
武
、
万
、
亨
、
紅
、
世
、
文
、
金
、
福
、
利
、
光
、

明
、
順
、
法
、
西
、
龍
、
保
、
成
で
、
二
〇
字
を
一
回
り
し
た
ら
最

初
に
も
ど
る
」
と
い
う
。
排
号
か
ら
数
え
る
と
、
福
の
前
に
は
一
〇

代
あ
り
、
後
の
三
代
を
加
え
る
と
現
在
ま
で
に
一
四
代
を
経
て
お

り
、
逆
算
す
る
と
移
っ
て
き
た
の
は
清
の
康
熙
年
間
で
あ
る
。

　

王
明
傑
の
父
は
も
と
の
姓
は
張
で
、
婿
入
り
し
て
王
姓
に
改
め

た
。
子
供
の
排
行
は
王
家
の
排
行
に
従
っ
て
「
応
、
有
、
成
、
明
、

貴
」
で
あ
る
。
馬
前
忠
に
よ
れ
ば
、「
馬
家
は
芤
山
一
帯
か
ら
や
っ

て
き
た
、
排
行
は
現
在
ま
で
才
、
華
、
登
、
清
、
福
、
世
、
康
、

前
、
吉
、
祥
の
一
〇
代
で
あ
る
」。
寡
黙
な
馬
世
忠
に
よ
れ
ば
、
か

つ
て
董
姓
と
石
姓
の
由
来
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
馬
姓
は
映
秀

鎮
馬
家
村
か
ら
来
た
と
い
う
。

　

袁
定
栄
は
、
袁
家
の
由
来
を
さ
ら
に
は
っ
き
り
と
語
る
。
祖
先
は

清
朝
の
時
に
来
た
、
王
姓
や
張
姓
、
馬
姓
よ
り
遅
い
が
、
二
〇
〇
年

余
を
経
て
い
る
。「
湖
広
填
四
川
の
時
に
す
で
に
灌
県
玉
堂
郷
に
い

た
が
、
張
献
忠
の
時
に
小
寨
子
に
移
っ
た
。
小
寨
子
で
は
袁
の
七
兄

弟
の
う
ち
、
長
男
は
蘿
蔔
寨
で
田
畑
を
買
い
、
現
在
ま
で
続
い
て
す

で
に
八
代
目
で
あ
る
。
他
の
六
兄
弟
は
、
一
人
が
汶
川
県
威
州
郷
黄

土
崗
村
に
婿
入
り
し
、
他
の
五
人
の
子
孫
は
す
べ
て
途
絶
え
た
」。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
蘿
蔔
寨
の
大
姓
は
す
で
に
二
〇
〇
年
以
上
の
歴
史

を
も
つ
と
い
え
る
。

　

蘿
蔔
寨
の
祖
先
が
何
処
か
ら
来
た
の
か
、
錯
綜
す
る
伝
承
の
正
否

は
確
定
で
き
な
い
が
、
考
古
学
や
口
碑
資
料
に
よ
れ
ば
、
後
者
の
説

が
や
や
信
憑
性
が
あ
る
。
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
蘿
蔔
寨
の
先

祖
は
他
地
か
ら
移
っ
て
き
て
、
数
百
年
を
経
て
現
在
に
至
る
こ
と
、

模
糊
と
し
た
記
憶
の
中
に
、
祖
先
に
関
す
る
チ
ャ
ン
族
と
漢
族
と
の

歴
史
的
関
係
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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三
　
チ
ャ
ン
族
と
漢
族
に
お
け
る 

相
互
間
影
響
が
形
成
し
た
文
化
表
象

㈠
　
言
語
使
用
に
お
け
る
多
層
性

　

村
の
老
人
に
よ
れ
ば
、
先
祖
は
蘿
蔔
寨
に
到
達
後
、
徐
々
に
周
辺

の
チ
ャ
ン
族
と
姻
戚
関
係
を
結
び
、
幾
度
も
の
融
合
と
発
展
を
経
て

か
な
り
完
全
な
チ
ャ
ン
文
化
を
保
持
し
て
き
た
。
な
か
で
も
チ
ャ
ン

語
は
完
全
に
保
た
れ
、
老
人
か
ら
子
供
ま
で
み
な
流
暢
な
チ
ャ
ン
語

を
話
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
他
の
チ
ャ
ン
族
の
村

で
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
ま
た
、
村
民
は
母
語
を
使
う
と
と
も
に
、

早
く
か
ら
漢
語
を
使
う
技
能
を
身
に
つ
け
、
漢
語
に
よ
っ
て
外
部
者

と
非
常
に
簡
単
に
意
思
疎
通
が
で
き
る
。

　

村
民
が
二
言
語
を
使
用
で
き
る
の
は
、
独
特
の
地
理
的
位
置
と
文

化
の
伝
承
方
式
に
関
係
す
る
。
ま
ず
、
チ
ャ
ン
語
に
は
漢
語
借
用
の

現
象
が
み
ら
れ
る
。
シ
ピ
は
チ
ャ
ン
文
化
の
重
要
な
伝
承
人
で
あ

り
、
経
典
の
中
に
は
難
解
な
古
羌
語
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
漢
語

の
借
用
語
も
あ
る
。
グ
ラ
ハ
ム
の
「
羌
族
的
習
俗
與
宗
教
」
に
は
、

経
文
に
幾
つ
か
の
成
都
付
近
の
地
名
と
道
教
の
呪
語
も
記
さ
れ
て

い
〉
9
〈

る
。

　

次
に
、
交
通
の
不
便
さ
が
チ
ャ
ン
語
の
通
用
に
か
な
り
閉
鎖
的
な

環
境
を
与
え
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
以
前
、
蘿
蔔
寨
は
周
辺
の
村
落

と
は
曲
折
す
る
小
道
で
つ
な
が
っ
て
い
た
。
住
民
が
山
を
下
っ
て
県

城
に
行
く
の
は
次
の
二
つ
の
状
況
に
限
ら
れ
て
い
た
。
一
は
、
農
閑

期
に
男
性
が
成
都
平
野
に
行
き
、
石
積
み
の
技
術
で
井
戸
掘
り
や
堤

防
修
築
を
す
る
と
き
。
二
は
、
日
常
生
活
で
木
材
を
伐
採
し
て
薪
と

し
、
そ
れ
を
背
負
っ
て
県
城
に
売
り
に
行
き
、
日
用
生
活
品
と
交
換

す
る
と
き
で
あ
る
。
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
、
交
通
状
況
は
少
し

改
善
さ
れ
た
も
の
の
、
県
城
に
行
く
の
は
相
変
わ
ら
ず
困
難
で
あ
っ

た
。
二
〇
〇
六
年
、
政
府
の
投
資
を
受
け
て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
が

新
し
く
作
ら
れ
、
交
通
難
の
問
題
は
ほ
ぼ
解
決
し
た
。
毎
日
数
便
の

定
期
バ
ス
が
往
復
し
、
村
か
ら
外
部
に
対
し
て
よ
う
や
く
門
戸
が
開

か
れ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
長
期
に
わ
た
る
閉
塞
状
態
に
よ
っ
て

チ
ャ
ン
語
の
完
全
な
保
持
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

同
時
に
、
彼
ら
の
文
化
伝
承
方
式
も
言
語
の
保
持
を
可
能
に
し

た
。
蘿
蔔
寨
で
は
、
二
〇
世
紀
初
め
に
近
代
的
学
校
教
育
が
始
ま
っ

た
。
当
時
の
中
華
基
督
教
総
会
辺
疆
服
務
部
川
西
服
務
部
が
蘿
蔔
寨

に
小
学
校
を
建
て
、
儒
教
文
化
を
小
学
校
に
導
入
し
た
。
学
校
教
育

は
こ
の
後
も
継
続
さ
れ
た
が
、
現
代
教
育
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
の

伝
承
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
も
た
な
い
。
日
常
生
活
の
中
で
住
民
が

互
い
を
訪
ね
る
時
に
は
主
に
チ
ャ
ン
語
を
使
い
、
と
り
わ
け
農
閑
期

や
慶
事
、
祝
日
の
時
に
は
終
日
火
を
絶
や
さ
な
い
「
火
塘
」（
囲
炉

裏
）
が
文
化
の
交
流
と
伝
承
の
重
要
な
場
所
で
あ
る
。

　

ま
た
、
外
部
世
界
と
の
交
流
が
増
加
す
る
に
つ
れ
漢
語
の
チ
ャ
ン

語
に
対
す
る
影
響
が
大
き
く
な
り
、
日
増
し
に
豊
か
に
な
る
物
質
文

化
は
、
チ
ャ
ン
語
へ
の
大
量
の
外
来
語
の
導
入
を
促
し
た
。
村
民
は



表１　蘿蔔寨の春節

日　付 活動主体 内　容 備　考

元旦 戸主 家屋神棚で焼香 新調した民族服を着る、外出しない、
刃物を使わない、ケンカをしない

二日、四日 家族全員 年始回り 嫁いだ女性が実家に年始にくる

三日 家族全員 墓まいり 亡くなった親族を偲ぶ

五日 家族全員 神棚の供物と包子を家族で
共食

当地では「過炮五」という。暦をみて
日を選び、親戚友人間で訪問しあう

六日、七日 嫁いだ女性 土産をもって実家にもどる 娘婿は妻の実家に行かなくてもよい

八日 一族 親戚友人が集まって団欒

九日 全村 年初の農事を行う。獅子舞
や龍灯をおどる

周辺村落とともに龍灯と獅子舞を廟前
で演じ、神に祈る。16日に焼灯の儀
式を行い、新たな一年の始まりを表す

十～十四日 家族全員と一族 互いに食事に招きあう

十五日 家族全員 団円飯を食べる

出所：2007～2013年の現地での聞きとりにより筆者作成。
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チ
ャ
ン
語
を
用
い
る
一
方
で
、
漢
語
に
よ
る
交
流
も
増
え
、
漢
語
の

使
用
頻
度
が
高
ま
っ
た
。

㈡
　
地
域
的
特
色
に
富
む
風
俗
習
慣

　

蘿
蔔
寨
の
祝
日
活
動
は
豊
か
で
あ
る
。
毎
年
、
チ
ャ
ン
族
伝
統
の

羌
年
や
祭
山
会
以
外
に
、
漢
族
伝
統
の
春
節
や
清
明
節
、
端
午
節
、

鬼
節
（
七
月
半
、
盂
蘭
盆
）、
中
秋
節
も
行
わ
れ
る
。
地
域
性
と
民

族
性
が
濃
厚
で
あ
り
、
そ
れ
は
長
期
に
わ
た
る
チ
ャ
ン
文
化
と
漢
文

化
の
相
互
的
影
響
の
結
果
と
い
え
る
。

　

春
節
を
例
に
し
よ
う
。
村
民
は
春
節
を
非
常
に
重
ん
じ
る
。
農
暦

（
以
下
、
月
は
す
べ
て
農
暦
）
一
〇
月
一
日
の
羌
年
が
お
わ
る
と
、

人
々
は
出
稼
ぎ
に
行
き
、
帰
村
時
に
正
月
用
品
を
購
入
す
〉
10
〈

る
。
家
々

で
は
、
一
二
月
二
七
日
か
ら
二
九
日
ま
で
に
家
畜
の
飼
料
を
準
備
し

お
え
、
主
婦
は
竈
を
清
掃
し
て
竈
神
を
祀
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
粉
を

ひ
い
て
「
玉
米
饃
饃
」
を
つ
く
る
。
大
晦
日
の
朝
、
兄
弟
姉
妹
は
父

母
の
住
む
実
家
に
集
ま
り
、
新
年
を
迎
え
る
準
備
を
始
め
る
。
家
の

入
口
に
燈
籠
を
掛
け
、
門
神
を
貼
る
。
大
晦
日
の
「
年
飯
」
は
御
馳

走
で
、
ブ
タ
の
頭
や
尾
、「
膘
肉
」（
豚
肉
の
燻
製
）、
豚
足
、
腸
詰

め
、
鶏
肉
、
豆
花
、
豆
腐
、
豆
腐
干
な
ど
を
用
意
す
る
。
食
前
に
神

棚
に
ロ
ウ
ソ
ク
を
灯
し
、
紙
銭
を
燃
し
、
爆
竹
を
鳴
ら
し
、
神
々
に

包
子
を
供
え
て
か
ら
、
家
族
全
員
で
神
と
祖
先
を
拝
む
。
食
後
、
火

塘
の
周
り
で
談
笑
し
、
寝
な
い
で
年
越
し
す
る
。
正
月
は
元
旦
か
ら

一
五
日
ま
で
は
毎
日
異
な
る
活
動
を
行
う
（
表
１
）。



水
神 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五穀神 

羊
神 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
地
君
親
師

竈
神 

 
 
 
 
 

斗
安
珠 

 

木
姐
珠門神

火神 

神棚

火塘

入口

竈

図２　家屋内の信仰表象

　注：神棚の下方で五神、財神、三官神を祀る。
　　　白馬神（神銭神馬）は神棚、入口などに貼る。
　出所：2017年筆者作成。
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時
代
と
と
も
に
住
民
の
生
活
は
絶
え
ま
な
く
改
善
さ
れ
、
春
節
活

動
は
い
っ
そ
う
豊
か
に
な
っ
た
。
正
月
用
品
の
購
入
は
手
軽
に
な

り
、
車
で
県
城
に
行
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
物
資
を
調
達
で
き
る
。
人
々

は
テ
レ
ビ
を
見
、
麻
雀
を
し
て
楽
し
む
。
四
日
か
ら
一
五
日
ま
で
は

主
に
年
始
回
り
を
し
て
遊
ぶ
。
か
つ
て
の
龍
踊
り
や
獅
子
舞
は
も
う

行
わ
な
い
。

㈢
　
多
元
的
な
宗
教
信
仰

　

蘿
蔔
寨
で
は
複
数
の
信
仰
が
併
存
す
る
。
外
来
文
化
の
受
容
と
適

応
の
過
程
に
お
い
て
意
識
や
形
態
上
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

⑴　

漢
族
の
影
響
を
受
け
た
チ
ャ
ン
族
の
伝
統
的
信
仰

　

チ
ャ
ン
族
の
信
仰
は
、
屋
内
外
の
空
間
に
表
出
さ
れ
て
い
る
。
屋

内
で
は
、
主
に
竈
、
神
棚
、
火
塘
の
三
か
所
に
神
が
祀
ら
れ
る
。
筆

者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
ど
の
家
に
も
一
二
の
家
神
が
あ
る
（
図
２
）。

　

①
「
天
地
君
親
師
」　

正
房
（
母
屋
）
の
神
棚
で
祀
る
。
神
棚
は

多
く
が
木
製
の
長
方
形
で
、
正
房
の
北
壁
側
に
お
く
。
主
に
天
、

地
、
君
主
、
歴
代
の
先
祖
、
師
を
祀
る
。
重
要
な
祭
祀
時
期
は
毎
年

一
二
月
三
〇
日
か
ら
正
月
一
五
日
ま
で
で
、
平
日
も
線
香
の
火
を
絶

や
さ
な
い
。

　

②
③
「
木
姐
珠
と
斗
安
珠
」　

正
房
入
口
の
柱
の
門
神
の
上
方
に

祀
ら
れ
る
。
藁
一
束
を
括
り
、
二
枚
の
白
色
の
紙
旗
を
そ
れ
に
挿
し

て
二
神
と
す
る
。
伝
承
で
は
、
戦
い
に
こ
の
二
枚
の
旗
を
持
っ
て
い

け
ば
勝
利
す
る
と
い
う
。
屋
内
に
挿
し
て
吉
祥
を
表
し
、
一
家
の
平

安
を
保
つ
。

　

④
「
五
穀
神
」　

屋
内
の
柱
で
祀
ら
れ
、
一
家
の
五
穀
豊
穣
を
約

束
す
る
。

　

⑤
「
火
神
」　

火
塘
の
縁
で
祀
ら
れ
、
主
に
火
を
管
理
す
る
。

　

⑥
「
水
神
」　

水
甕
と
竈
の
間
の
壁
で
祀
ら
れ
、
壁
に
は
「
水
火

平
安
」
と
記
す
。

　

⑦
「
竈
神
」　

竈
周
辺
で
祀
ら
れ
、
主
に
飲
食
を
管
理
す
る
。

　

⑧
「
羊
神
」　

伝
説
で
は
、
天
神
木
比
塔
が
三
女
木
姐
珠
に
牧
羊
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の
神
を
派
遣
し
た
と
い
う
。
竈
神
と
水
神
と
と
も
に
十
分
な
衣
食
と

日
に
日
に
栄
え
豊
か
に
な
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

　

⑨
「
三
官
神
」　

天
官
、
地
官
、
水
官
の
こ
と
で
、「
三
元
三
品
」

「
三
光
大
地
」
と
い
う
。
財
神
と
同
じ
所
で
祀
る
。

　

⑩
「
財
神
」　

神
棚
の
「
天
地
君
親
師
」
の
下
方
に
祀
ら
れ
、
一

家
の
家
産
を
管
理
す
る
。

　

⑪
「
白
馬
神
」　

白
馬
と
金
元
宝
の
形
状
を
専
用
の
木
版
板
で
印

刷
す
る
。「
神
銭
神
馬
」
と
呼
ば
れ
、
神
棚
や
正
房
入
口
、
入
口
の

軒
に
貼
ら
れ
、
毎
年
春
節
時
に
張
り
替
え
、
家
内
安
泰
を
意
味
す
る
。

　

⑫
「
門
神
」　

家
屋
入
口
の
閂
を
管
理
し
、
災
い
を
避
け
て
福
を

招
き
入
れ
、
家
内
の
平
安
を
守
る
。
家
屋
正
門
を
入
っ
て
右
側
の
柱

で
祀
り
、
秦
叔
宝
と
尉
遅
恭
の
門
神
年
画
を
貼
る
家
も
あ
る
。

　

伝
統
的
な
家
屋
に
は
、
ど
の
家
に
も
家
屋
正
門
の
上
方
に
二
つ
の

「
眼
晴
門
」
が
あ
る
、
長
さ
約
一
六
・
五
セ
ン
チ
、
方
形
ま
た
は
円
形

で
直
径
一
六
・
五
セ
ン
チ
。
千
里
を
照
ら
し
、
禍
福
が
来
る
前
に
予

兆
を
家
神
の
木
姐
珠
と
斗
安
珠
に
伝
え
、
二
神
は
夜
に
戸
主
の
夢
に

現
れ
て
告
げ
る
と
い
う
。

　

屋
外
で
は
、
家
屋
屋
上
や
村
の
神
山
神
林
が
信
仰
空
間
で
あ
る
。

屋
上
に
は
一
般
に
白
石
を
祀
る
。
二
〇
世
紀
初
め
、
当
地
で
は
白
石

崇
拝
が
盛
行
し
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
に
停
止
さ
せ
ら
れ
、
八
〇
年

代
に
漸
く
回
復
し
た
。
現
在
の
白
石
は
さ
ら
に
多
く
の
文
化
符
号
を

表
す
。
こ
の
ほ
か
、
神
林
に
お
け
る
祭
山
儀
式
や
雨
乞
い
活
動
も

チ
ャ
ン
文
化
に
関
す
る
多
様
な
内
容
を
も
つ
。
神
林
に
は
石
塔
が
あ

り
、
そ
こ
で
天
、
地
、
日
、
月
、
お
よ
び
「
業
盤
主
神
」
を
祀
〉
11
〈
る
。

　

シ
ピ
（
漢
族
は
端
公
と
呼
ぶ
）
は
チ
ャ
ン
族
社
会
で
重
要
な
地
位

を
占
め
る
。
装
束
や
法
器
、
読
経
の
経
典
は
漢
族
の
民
間
信
仰
と
密

接
な
関
係
が
あ
る
。
チ
ャ
ン
族
自
身
は
「
漢
端
公
」
と
「
蛮
端
公
」

を
明
確
に
区
別
し
て
お
り
、「
蛮
端
公
」
の
方
が
高
い
能
力
を
も
つ

と
す
る
。

⑵　

当
地
に
根
づ
い
た
漢
族
の
民
間
信
仰

　

村
内
に
は
東
岳
廟
の
旧
趾
が
あ
る
。
村
の
老
人
に
よ
れ
ば
、
一
九

五
〇
年
以
前
、
東
岳
廟
は
そ
の
名
を
広
く
知
ら
れ
参
拝
者
も
多
か
っ

た
。
地
獄
菩
薩
を
祀
っ
て
い
た
が
、村
民
は
「
こ
れ
ら
の
菩
薩
は
人
を

害
す
る
」
と
し
て
、
一
二
歳
以
下
の
子
供
は
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と

定
め
、
人
々
は
春
節
時
に
参
拝
し
た
。
廟
は
文
革
期
に
破
壊
さ
れ
た
。

　

蓮
花
寺
（
龍
王
廟
）
は
広
く
知
ら
れ
、
現
在
ま
で
村
民
に
影
響
を

も
つ
。
歴
史
が
古
く
、
度
々
名
前
が
変
わ
り
、
伝
説
故
事
も
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
山
勢
に
沿
っ
て
建
て
ら
れ
面
積
は
広
く
な
い
が
、
二
階

建
て
の
建
物
に
は
多
く
の
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
一
階
の
菩
薩
は
、

龍
王
菩
薩
、
老
虎
神
、
廟
主
、
斗
母
娘
娘
、
送
子
観
音
、
催
生
娘

娘
、
太
上
老
君
、
二
郎
神
、
財
神
菩
薩
、
薬
王
菩
薩
で
あ
る
。
二
階

の
菩
薩
は
、
南
海
観
音
、
地
母
菩
薩
、
観
音
菩
薩
、
王
母
娘
娘
、
活

観
音
、
文
殊
菩
薩
、
普
賢
菩
薩
、
霊
観
菩
薩
、
玉
皇
菩
薩
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
子
供
も
参
拝
で
き
る
。
定
期
的
に
廟
会
が
開
か
れ
、
参
拝

者
も
か
な
り
多
い
。
蘿
蔔
九
寨
の
者
も
い
れ
ば
、
汶
川
県
や
茂
県
、

そ
の
他
の
場
所
か
ら
来
る
者
も
い
る
。
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村
内
で
は
二
〇
名
余
り
が
正
式
に
仏
教
に
帰
依
し
、
蓮
花
寺
で
活

動
す
る
。
筆
者
は
二
〇
〇
七
年
六
月
一
九
日
の
観
音
会
に
参
加
し
た

こ
と
が
あ
る
。
農
繁
期
の
た
め
に
参
拝
者
は
多
く
な
か
っ
た
が
、
信

者
は
仏
教
音
楽
の
下
で
敬
虔
に
神
々
に
祈
っ
て
い
た
。
二
〇
〇
八
年

汶
川
大
地
震
で
は
、
蘿
蔔
寨
で
も
家
屋
や
イ
ン
フ
ラ
の
損
壊
が
深
刻

で
あ
っ
た
が
、
蓮
花
寺
に
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
。
今
日
、
こ
の

寺
廟
は
老
人
た
ち
の
思
い
出
の
場
所
と
な
り
、参
拝
者
が
絶
え
ず
、入

口
に
密
生
す
る
女
貞
樹
（
ト
ウ
ネ
ズ
ミ
モ
チ
、
学
名Ligustrum

 
lucidum

）は
「
鎮
寨
古
神
樹
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
樹
木
に
は
長
短
の

赤
い
絹
布
が
掛
け
ら
れ
、人
々
の
祈
り
や
願
い
事
が
託
さ
れ
て
い
る
。

　

総
じ
て
い
え
ば
、
チ
ャ
ン
族
は
外
来
文
化
の
受
容
に
長
け
た
民
族

で
あ
り
、
そ
の
伝
統
文
化
の
中
に
は
漢
族
や
そ
の
他
の
民
族
文
化
の

烙
印
が
深
く
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
チ
ャ
ン
族
が
千
年
以
上
に
わ

た
っ
て
発
展
で
き
た
重
要
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。
同
時
に
、
長
期

に
及
ぶ
発
展
の
歴
史
に
お
い
て
、
岷
江
上
流
の
チ
ャ
ン
族
は
周
辺
民

族
と
深
く
関
わ
っ
て
互
い
に
融
合
し
、中
華
民
族
多
元
一
体
化
の
形

成
に
貢
献
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

注〈
1
〉 

『
汶
川
県
志
』
編
纂
員
会
編
著
『
汶
川
県
志
』
民
族
出
版
社
、

一
九
九
二
年
、
四
六
五
頁
。

〈
2
〉 

蘿
蔔
九
寨
と
蘿
蔔
三
寨
に
つ
い
て
は
村
民
の
王
明
烈
、
王
保
全

の
話
に
よ
る
。

〈
3
〉 

前
掲
『
汶
川
県
志
』
一
五
九
、
七
七
〇
頁
。

〈
4
〉 

馮
漢
驥
・
童
恩
正
「
岷
江
上
游
的
石
棺
葬
」『
考
古
学
報
』
一

九
七
三
年
第
二
期
。

〈
5
〉 

茂
県
羌
族
博
物
館
・
阿
壩
蔵
族
羌
族
自
治
州
文
物
管
理
所
「
四

川
茂
県
牟
托
一
号
石
棺
及
陪
葬
坑
清
理
簡
報
」『
文
物
』
一
九
九
四

年
第
三
期
。

〈
6
〉 

王
明
烈
は
本
村
村
民
か
ら
「
チ
ャ
ン
文
化
を
伝
え
る
人
」
と
さ

れ
、
シ
ピ
の
伝
承
人
で
あ
る
。

〈
7
〉 

張
福
廉
は
二
〇
〇
八
年
五
月
一
二
日
の
汶
川
大
地
震
で
亡
く

な
っ
た
。

〈
8
〉 

「
湖
広
填
四
川
」
と
は
元
末
明
初
の
張
献
忠
の
乱
、
明
末
清
初

の
呉
三
桂
の
乱
に
よ
っ
て
人
口
が
激
減
し
た
四
川
に
出
現
し
た
、
数

百
万
に
及
ぶ
大
移
住
で
、
湖
南
、
湖
北
、
広
東
（
主
に
客
家
）
か
ら

の
移
民
が
多
数
を
占
め
た
。

〈
9
〉 

李
紹
明
等
編
『
葛
維
漢
民
族
学
考
古
学
論
著
』
巴
蜀
書
社
、
二

〇
〇
四
年
、
一
三
〇

－

一
三
二
頁
。

〈
10
〉 

一
九
五
〇
年
以
前
、
人
々
は
現
金
収
入
を
得
る
た
め
に
「
茶
包

子
」（
茶
）
を
背
負
っ
て
松
茂
大
道
を
歩
い
て
運
び
、
蕎
麦
や
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
担
い
で
汶
川
県
城
や
都
江
堰
に
売
り
に
行
く
等
の
出
稼

ぎ
を
し
、
正
月
用
品
を
購
入
し
て
村
に
戻
っ
た
。

〈
11
〉 

チ
ャ
ン
族
地
区
で
は
、
村
々
は
独
自
の
寨
盤
業
主
神
を
も
ち
、

白
石
で
そ
れ
を
表
象
し
た
。
一
般
に
、
か
つ
て
村
内
で
能
力
の
高

か
っ
た
人
、
有
名
な
人
、
最
初
に
村
を
開
い
た
人
が
寨
盤
業
主
神
と

さ
れ
た
。


